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12：10～13：00 ランチョンセミナー 1 共催：大塚製薬株式会社

動脈硬化は全身病－WindowとしてのPAD
重松　　宏（東京医科大学血管外科）

座長：古森　公浩（名古屋大学血管外科）

13：10～16：55 日本血管外科学会教育セミナー　閉塞性動脈硬化症のすべて
  重松　　宏（東京医科大学血管外科）
開会の辞：太田　　敬（愛知医科大学血管外科）
1．血管診断ラボと虚血肢の評価

 市来　正隆（JR仙台病院外科）

2．閉塞性動脈硬化症の保存的治療（運動／薬物療法）
 松尾　　汎（松尾循環器科クリニック）

3．閉塞性動脈硬化症の基本的バイパス術
 池澤　輝男（愛知県立循環器呼吸器病センター血管外科）

4．distalバイパス術
 重松　邦宏（東京大学血管外科）

  座長：重松　　宏（東京医科大学血管外科）
5．創傷処置とフットケア

 杉本　郁夫（愛知医科大学血管外科）

6．腸骨動脈領域の血管内治療
 山本　清人（名古屋大学血管外科）

7．ソケイ靭帯以下の血管内治療
 遠藤　将光（金沢医療センター心臓血管外科）

8．血管内治療と放射線障害
 石口　恒男（愛知医科大学放射線科）

閉会の辞：太田　　敬（愛知医科大学血管外科）
 

　　 A 会場 総会日程　前日（5 月 13日　水曜日）




